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機能の概要
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

Ariba Network、サプライヤ この機能は、該当するソリューションを使用しているす
べてのお客様に対して自動的に有効になりますが、お
客様が設定する必要があります。

既存の設定は自動的に新しい設定に移行されます。
ユーザーの側で必要となる手順はありません。

• Ariba Network のサプライヤカタログ機能

パンチアウト L1 作成手順の課題
• さまざまな領域の製品にまたがっていました。

• 操作の異なるセクションに機能が分割されていたため、
サプライヤが L1 カタログの作成に余分な労力を費や
す必要が生じていました。

• すべてのバイヤーに対して 1 つのパンチアウト URL 

しか指定できませんでした。

改善されたプロセスにより、以下の重要な機能が提供

されます。

• パンチアウト設定用の単一のインターフェイス

• インデックスカタログの作成時に複数のバイヤー

に対して再利用できる 1 つの L1 インデックスファ

イルテンプレートを提供する機能

• サプライヤが複数のバイヤーに対して異なるパンチア
ウト URL を指定できるようになります (注: 各バイヤー
に対してサポートされる URL は引き続き 1 つのみとな
ります)。

• サプライヤは、カタログ受信登録を作成するために再
利用できるインデックスファイルテンプレートの作成を
指定することができます。

• 通常の設定では、パンチアウト URL でのサーバー名
の表示がオンになっていますが、サプライヤは Ariba 

サポートの介入なしでこの機能をオフに切り替えること
ができます。
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機能の概要
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

機能の詳細情報 -機能範囲
この機能により L1 パンチアウトカタログ作成プロセスが改善され、パンチアウトの作成に関する設定が 1 つのインターフェイスにまとめられます。現在の [パンチアウトのみ作
成] での操作は、必須情報が入力された L1 インデックスファイルスタータを指定する機能に変更されます。このファイルを再利用することで、バイヤーのカタログ受信登録を素早
く作成できるようなります。



パンチアウト設定の変更
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

A. カタログの一覧ページから [パンチアウトの

み作成] が削除されています。

B. 新しい [パンチアウト設定] タブ

C. 既存のカタログは [ファイル] セクションに表

示されます。

D. [標準作成] が [作成] に変更されています。
A

B

B

C

D

D
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

現在の設定は、この新しいセク

ションに [通常設定] という名前

で自動的に移行されます。

パンチアウト URL の指定およ

び価格の更新は、[電子オー

ダールーティング] -> [cXML 

(ネイティブ) 統合の設定] から、

[パンチアウト設定] タブの [カ

タログ] セクションに移行され

ています。
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

既存のパンチアウト URL および価格 URL は、

[通常設定] へと移行され、説明として「cXML 

設定から移行済み」が表示されます。これら

の URL は引き続き従来と同様に機能するため、

変更の必要はありません。

パンチアウト設定を行っていない場合は、

空の一覧が示されます。

設定の表示/編集および設定の削除が可能です。
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

[作成] をクリックし、接続情報を指定するた

めの設定を作成します。

注: 

1. この処理では、それぞれのWeb ストアに

接続する方法が保存されるだけで、カタロ

グインデックスファイルは作成されません。

2. カタログの公開方法の選択が [公開] になっ

ている場合は、この画面に顧客選択セク

ションは表示されません。
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

すべての顧客向けの URL または特定の

顧客に対する URL を指定できます。

カタログの表示方法に応じて、顧客ご

とに 1 つの URL を指定するか、すべて

の顧客向けに 1 つの公開 URL のみを指

定することができます。

現在の設定は、自動的に [通常設定] と

いう名前で移行されます。追加のパン

チアウト URL (別の顧客に対する異なる

URL など) を追加することができます。
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

適用元の画

面

名前、URL、および価格更新

の URL (使用している場合) 

を入力します。

指定した URL に対して cXML 設定の認証を再利用するか、新しい認証 (共

有シークレット/証明書) を入力するかを選択することができます。ここで指

定した新しい認証メカニズムは、この URL のみに適用され、cXML 認証に

は影響しません。

URL でのサーバー名の表

示を有効にしない場合は、

これをオフに切り替えま

す。
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機能の詳細
説明: パンチアウトカタログの設定および作成の機能を強化

[パンチアウト設定] から、インデッ

クスファイル設定を作成する場所

にアクセスできます。

ここで、一般的に再利用される L1 イ

ンデックスファイルデータを入力する

と、カタログ作成プロセスを迅速化す

ることができます。
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機能の詳細
説明: インデックスファイルを使用したカタログの作成

パンチアウトカタログを作成するに

は、ファイルセクションに移動して

[作成] ボタンをクリックします。

[カタログ名] と [説明] を入力し、[PunchOut レ

ベル 1] チェックボックスにチェックを付ける

と、[パンチアウト設定] セクションで定義され

ているパンチアウト設定が適用されます。



13© 2022 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.| Public

機能の詳細
説明: インデックスファイルを使用したカタログの作成

[受信登録] セクションで、それぞれの

会社のWeb ストアのフィルタとして

使用するキーワードを定義します (こ

の値は、Web ショップのカタログ

ビューのフィルタリングによく使用さ

れます)。
選択した分類体系に基づいてカタログ

コードを入力します。

選択されているカタログの公開対象が [限

定公開] の場合、バイヤーに応じてカタロ

グが表示されます。

公開カタログの場合、カタログはすべての

バイヤーに表示されるため、バイヤーの選

択は必要ありません。
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機能の詳細

ユーザーがカタログの [検証および公開] をクリックし、

検証に成功すると、カタログファイルが生成されます。

このカタログファイルは、[コンテンツ] セクションに

表示され、CIF ファイルとしてダウンロードできます。

この CIF ファイルは、Excel 形式に変換したり、Excel 

形式でダウンロードしたりすることもできます。

CIF ファイルの例

カタログ品目を定義するさ

まざまなフィールド名
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機能の詳細
説明: インデックスファイルを使用したカタログの作成

CIF ファイルのフィールドに対するデータ値は、L1 インデックステ

ンプレートで指定した値と、カタログファイル作成時に入力した値

から取得されます。
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